
２０１９年  ３月  ２４日 

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師  ②白川 達男兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

賛  美  聖歌４７８番 & ～主イエスこそは我が隠れ場～ 

詩篇２３篇 

聖  書  ➀マルコによる福音書16章14～20節                                                                          

      ➁コリント人への第一の手紙16章７～14節 

特別賛美  聖歌隊有志 聖歌３９９番「カルバリ山の十字架」 

メッセージ  ➀｢全世界に出て行って福音を伝えよ｣大川従道牧師                                                                                                                                     

      ➁「雄々しく強く生きなさい」石井 潤牧師 

献  金  聖歌７０１番 ＆ 「明日はどんな日か」 

祝  祷              〔献金当番：青木姉・寺澤千姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  ～今までのわたしの人生～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日昼食後１時～、聖歌隊の練習が行われます。来月のイースターに向けて。 

２．今週の祈祷会：☆明朝６時～、早天祈祷会。☆木曜朝 10 時半、ボーマン・ 

ルリ子先生。☆夜 7 時半、大和祈祷会映像。☆土曜夜８時～、準備祈祷会。 

３．来週の日曜 12時 15 分～「春の納骨式及び召天者記念礼拝」が行われます。 

 

 
    

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔３/２４～/３１〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
ヨシュア記 
１１－１３章 

１４・ 
１５章 

１６－ 
１８章 

１９・ 
２０章 

２１・ 
２２章 

２３・ 
２４章 

士師記 
１・２章 

３－ 
５章 

新約 
ルカ４： 
１－３２ 

４：３３ 
－４４ 

５：１ 
－１６ 

５：１７ 
－３９ 

６：１ 
－２６ 

６：２７ 
－４９ 

７：１ 
－３０ 

７：３１ 
－５０ 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

４/７(日):誕生祝福式･聖餐式/執事会 14(日):お花見＆ハイキング(千曲公園) 

21(日):イースター礼拝/聖歌隊 25(木):ＷＯＧＡ集会 28(日):献堂記念礼拝 



 
 
 
 
 
 
 

「目を覚まして、イエスとの関係を握りしめ、根性を持って勇敢になれ！」 

コリント人への第一の手紙16章13節〔アライブ訳〕 

スケート、大相撲、テニス、高校野球、イチロー選手の引退…。スポーツ界では、絶え間

なく挑戦するアスリートたちの勇姿を見ます。本当に必死で、一心不乱、果敢に挑戦する

姿には心底感動させられます。私たちの信仰もかくありたいと思わせられます。 

しかし、私たちの信仰もアスリートたちと同じように、いつも順風満帆というわけではありま

せん。山あり谷ありです。また時には谷あり谷ありの連続だったりします。しかし、その谷を通

過している時こそ重要であり、必要な時であると思います。順調であるときは、神様など忘

れてしまい、すぐに調子に乗って、高慢になってしまうものです。ですが、どうしようもなく、落ち

込み“もうだめだ！おしまいだ！”と思うようなときこそ、主に近づく時であり、主が近くにいて

下さる時ではないでしょうか。だから、試練や苦しみに遭って、思うように前に進むことができ

ないときこそ、主の恵みを信じ、感謝すべきであり、賛美すべきであると思うのです。 

「苦しみにあったことは、わたしに良い事です。これによってわたしはあなたのおきてを学ぶこ

とができました。（詩篇119篇71節）」と詩篇の記者は記しています。しかし、そこまで来るま

でに相当の信仰の戦いを通過してきたと考えられます。「わたしの心の悩みをゆるめ、わたし

を苦しみから引き出してください。（詩篇25篇17節）」や、「わたしのいのちは悲しみによって消

えゆき、わたしの年は嘆きによって消えさり、わたしの力は苦しみによって尽き、わたしの骨は

枯れはてました。（詩篇31篇10節）」、「わたしの心はわがうちにもだえ苦しみ、死の恐れがわ

たしの上に落ちました。（詩篇55篇4節）」など詩篇には幾つも「苦しみ」に関する体験的な

詩が表現されています。 

誰もが「苦しみ」や「試練」に遭うことは逃げたいと願うものです。しかし、事実私たちはそん

な苦しい現実を通過します。だからこそ、私たちは神様の御手を体験することができ、自らの

無力さを実感し、神様の偉大さを知るのです。 

わたしが牧師として、伝道者として生きることを決心した最も大きな理由は、「どんな人生、

どんな職業についたとしても、苦労はつきものだし、それから逃げることは決してできない。そう

であるなら、最もやりがいのある、永遠に尽きることのない使命に満ちた仕事をさせていただ

こう！」と決心したからです。「主の業に励む」ということ以上に価値のある生き方はないと感

じたからです。そのやりがいを感じるためには、主にできるだけ近く生きることだと感じています。

自分の人生は自分のものではなく、主と共に歩む人生です。祈りの生活です。しかも、教会

として共に祈る生活です。祈祷会にもご出席し、共に祈り合いましょう！ 

「雄々しく強く生きなさい」 
～信仰をしっかりと持って立ち上がる～ 


